
コーパス言語学の多面的有用性
立教大学英語教育研究所・立教大学異文化コミュニケーション学部主催公開講演会

講師：Randi Reppen 氏（北アリゾナ大学教授）
日時：2018 年 11 月 24 日（土）13:30 ～ 15:00
会場：立教大学池袋キャンパス 本館 1204 教室
本講演では、コーパス言語学が貢献できる 3 つの分野を通して、コーパス言語学とはどのような学問なのかを紹介してゆく。
1 番目は言語習得分野に対するコーパス言語学の貢献である。英語を第 1 言語あるいは第 2 言語とする 8 歳から 12 歳の生徒
たちの言語発達に関して、これまでコーパス言語学が上げた研究成果について紹介する。
2 番目は言語処理に関する分野である。我々はどのように言語を処理しているのであろうか。言語教育への示唆も含めて、コー
パス言語学がこれまで解明してきた事柄について紹介する。
3 番目は言語教育の分野である。コーパス言語学は言語教育にどのような研究成果を提供できうるのか、現実の言語使用にお
けるパターンを反映させた教材やアクティビティの制作にどれほど有意な情報を提供できるのか、などにつき具体的な事例を
上げて紹介してゆく。（予約不要、入場無料）

対　象：学生、教職員、一般  言　語：英語（通訳なし）

主　催：立教大学英語教育研究所、立教大学異文化コミュニケーション学部
連絡先：鳥飼慎一郎 Ph. D. 　E-mail: tori@rikkyo.ac.jp
　　　　 （立教大学異文化コミュニケーション学部教授、同研究科教授、英語教育研究所所長）
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